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143 昭和 47年度  (1972)千葉大学医学部公開講座抄録集 
産業災害，スポーツ外傷などによる靭帯損傷，半月板損
傷および慢性関節リウマチ，変形性膝関節症，痛風性膝
関節炎，結核性膝関節炎などの関節鏡所見につき合わせ
供覧する。
また，難治性の慢性膝関節リウマチの治療法としての 
Endoscopeの応用についても述べたい。 
5-9. 喉頭内視鏡下の Microsurgery(Laryngo・
 
microsurgery) 

金子敏郎・浅野 尚(耳鼻)
喉頭，主として声帯に発生した新生物に対する手術の
むずかしさは，小さければそれだけ操作が困難であり，
大きいと不必要に声帯を傷つけて発声機構を損傷する点
である。この点を解決する目的，すなわち病変部を詳細
に観察しながら摘出すると同時に，発声機能を保存する
方法として声帯病変部を直視下にして手術をする方法が
考案されている。
方法は，支持喉頭直達鏡を声門よりやや上方まで挿入
し固定し，声帯を直視しながら両手を使用しで病変部を
摘出するのである。局麻または挿管麻酔で行なうことが
多いが，最近は非挿管全麻で行なう場合もある。
適応は主として声帯ポリープないしポリープ様声帯に
対してであるが，その他喉頭腫療の試験切除，喉頭蓋嚢
腫に対しでも応用している。また i側反回神経麻庫で声
門下に液性合成樹脂を注入する場合にも応用している。
声帯限局の腫虜摘出にも応用でき，今後麻酔法の進歩と
相侯ってその応用は拡大されるものと思う。 
5-10. 内視鏡診断の進歩一一気管支鏡一一
堀江昌平(肺研)
肺癌が，胸部外科の主要な治療対象として登場するに
あたり，気管支鏡検査は， X線検査，細胞診とともに肺
癌の 3主要診断法のひとつとして必須の検査法になって
きた。 1957年にわれわれが考案発表した全麻併用気管
支鏡は，現在日常の診療に手軽にかつ安全に，しかも確
実にいろいろの気管支内検査を行なう条件として使用さ
れており，同時に開発したグラスファイパーを用いた硬
性気管支鏡， 1966年に開発した軟性気管支鏡とともに，
気管支内診断法，あるいは治療法に大きな貢献をしてい
る。
また，河合，香月教授らにより考案実施された選択的
擦過細胞診断法も，現在有力な細胞診断法として用いら
れており，これらは最近開発したオリムパス製 5B2，町
田製 6型とともに組合せ，さらに「同時二方向透視 X線
装置」とともに全肺野にわたって診断可能となってき
た。これらの諸点について，映画も供覧して述べてみた
し、。
